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中央図書館ギャラリー
2009年の展示活動と今後の予定
鈴木　秀子＊
はじめに
　中央図：書館ギャラリーは、2001年
3月に中央図書館の開館とともにオー
プンしてから今年で9年目を迎える。
ギャラリーの企画展示も2009年秋の
展示「阿久悠展一君の唇に色あせぬ言
葉を一」で第33回を数えた。
　2007年度から2009年度に採択され
た図書館の特色GPは「『教育の場』と
しての図書館の積極的活用」であるが、
大学図書館に附属するギャラリー展示
中央図書館ギャラリー
も、この“教育支援の場”の一つであると思う。それと共に、書物を核と
した“表現の場”であり、図書館の存在をアピールする場所でもある。ま
た、図書館の書物は“保存と利用”という相反する目的のなかでバランス
をとらなければならないが、保存に傾きがちな収蔵貴重資料の公開の場と
してもギャラリー展示の機能があるといえる。
　一昨年、生田図書館にオープンした「Gallery　ZERO」は、学生の発表の
場を主体として、中央図書館ギャラリーとはまた違った表現空間を創出し
　’すずき・ひでこ／学術・社会連携部図書館総務事務室
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た。そして、2012年に開館予定の新和泉図書館内にも新たなギャラリー
が併設される予定となっている。
　3館の展示空間が各々個性を活かした表現の場となるよう、中央図書館
ギャラリーも今後の企画に新たな可能性を見出していきたいと思う。
　その可能性のひとつとなりうるのが、千代田区ミュージアム連絡会への
正式加盟である。同会にはすでに、明治大学博物館、大学史資料センター
の2機関が加盟しているが、規約の改正により、大学図書館附属施設であ
る中央図書館ギャラリーも2010年2月に正式に加盟する運びとなった。
　司書である私たちは、学芸員の資格を持たず、展示技術も書物の展示以
外は素人に近い。他の専門機関の方々との交流によって、展示技術の習得
に加え、今後の企画に様々な“視点”を導入することができるのではない
かと密かに期待しているのである。
1企画・運営
　現在の中央図書館ギャラリーは、伊能秀明（中央図書館事務長）を委員
長とし、6名のワーキング・グループ（宮澤順子、吉田千草、小倉葉子、
永田由香利（中央図書館事務室）仲山加奈子、鈴木秀子（図書館総務事務
室））により企画・運営している。
　各企画展示ごとに主担当者を2名決め、主担当者が作業の流れと分担を
決定。全体の構成や具体的な展示品が決定した後の主な分担作業として
は、展示品リストの作成、展示パネル、キャプションの制作、解題やパネ
ルの原稿依頼や執筆、ポスター制作、パンフレットの編集・印刷などであ
る。各々の得意分野や経験などを考慮しての分担作業となるが、それぞれ
の作業に密接な繋がりがあるため、連携しながら同時進行させていく。そ
して設営や撤収などの力仕事はできる限り全員で行なうようにしている。
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2　2009年の展示活動
　2009年は、4回の企画展示を行なったが、毎年夏期恒例の「図書の文
化史」を除いた3っの展示が、外部団体等との共催で比較的規模の大きな
企画となり、図書館利用者以外の多くの方々にも来場していただくことが
できた。それぞれの企画展の展示内容概略と主な展示品は以下の通りで
ある。
02009年3月6日（金）～4月25日（土）
第30回　明治大学中央図書館企画展示
「書物、その構造の美一伝統和本と現代日本の
ノレリユーノレ」
共催：東京製本倶楽部
展示内容：知の器としての書物の「装丁」の歴
史に焦点をあて、15世紀から、現代の気鋭の装
丁家たちによる創作ルリユールにいたるまで、
パネル解説と現物の展示により東西の書物の構
造・装丁の歴史を辿る。
主な展示品：さまざまな綴じの伝統和本、15世
紀から19世紀の西洋古版本、ちりめん本、現代創作ルリユール等
※展示パンフレット（24p）制作
02009年6月3日（水）～7月8日（水）
第31回　明治大学中央図書館企画展示
「ゲスナー賞文庫　開設記念展」　協力：（株）
雄松堂書店
展示内容：雄松堂書店より本学に寄贈された書
誌・目録の賞である「ゲスナー賞」応募作品を
「一般公開文庫」として図書館に設置したことを
記念して、受賞作品・応募作品の展示を行なっ
た。さらに、“書誌”を展示のサブテーマとし
て、図書館所蔵の東西の歴史的書誌類を展示し、
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書誌の起源から最先端までの流れについて、パネルでの解説を試みた。
展示期間中の7月7日（火）に、ゲスナー賞審査委員長の紀田順一郎氏、同
審査委員の高宮利行氏を迎えて、図書館多目的ホールにおいて「ゲスナー
賞応募作品寄贈式典および記念講演会」を開催した。
主な展示品：16世紀のコンラート・ゲスナーの『萬有文庫』同『簡略版』
初版、第2版、ヨンストンの『諸動物の詳説』、ゲスナー賞受賞作・応募
作の1部、審査委員（紀田順一郎・林望・高宮利行氏）の著作、図書館所
蔵の歴史的書誌類等
※展示パンフレット（16p）制作
02009年7月15日（水）～9月25日（金）
第32回　明治大学中央図書館企画展示
「図書の文化史（2009）」
明大の司書講習の授業と連携して毎年夏に開
催。
展示内容：粘土板から写本、インキュナブラ、
15世紀から18世紀までの西洋初期刊本を年代
順に展示し、西洋の文字の起源から書物の発生
と書籍印刷史、文化史を辿る。あわせて百万塔
陀羅尼、五山版、きりしたん版（複製）、草双
紙類など日本の代表的な歴史的書物を展示。
主な展示品：シュメール懊形文字粘土板、グーテンベルク42行聖書マザラ
ン版【ファクシミリ版】、マルコ・ポーロ『驚異の書：東方見聞録（Fr．2810）』
写本【ファクシミリ版】、ルソー『人間不平等起源論・学問芸術論』1755
年、百万塔陀羅尼神護景雲4年（770）、『七書』慶長ll年（1606）等多
数。
※展示パンフレット（20p）制作
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02009年10月15日（木）～1月31日（日）
第33回　明治大学中央図書館企画展示
「阿久悠展一君の唇に色あせぬ言葉を一」
協力：（株）オフィス・トゥー・ワン／（株）阿
久悠
展示内容：明大の卒業生である作詞家・作家の
阿久悠氏の業績を顕彰する展示
主な展示品：作詞自筆原稿、レコード大賞等の
盾、トロフィー34点、最近のCD、全著作、未
公開雑誌「You」のバックナンバー、レコード
ジャケット、映画「瀬戸内少年野球団」パンフ等
★阿久悠CDの試聴コーナー設置
※展示パンフレット（8p）2000部制作。
3　2010年の展示予定
03月25日（木）～4月27日（火）
第34回明治大学中央図書館企画展示
「新収貴重書展」
　2007年度2008年度に明治大学図書館に収蔵された和洋の貴重書および
「蔵田文庫」「江戸文藝文庫」「近代文学文庫」に新たに加えられたコレク
ション等を展示予定。
05月2日（日）～5月25日（火）
第35回明治大学中央図書館企画展示
「水俣ポスター展」（仮題）※NPO法人「みなまたフォーラム」共催
　2010年9月4日から19日にアカデミーコモン・ビクトリーフロアにて
開催される「水俣・明治大学展」のプレ・スタディーズの一環として開催。
これまでの水俣展の数々のポスターと水俣関係文献を展示予定。
05月28日（金）～7月6日（火）
第36回明治大学中央図書館企画展示
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「ことわざワールドへようこそ一時田昌瑞ことわざコレクションのすべて
一」
※博物館と同時開催
　ことわざ・いろはかるた研究の第一人者、時田昌瑞氏のことわざ関係コ
レクションが明治大学図書館と博物館に寄贈され、図書資料は図書館に、
かるた、工芸品など、図書以外の物品資料は博物館に収蔵された。3月に
は、図書館博物館双方の協力で冊子体目録を刊行予定。6月には、図書館
と博物館で同時期に展示を行いコレクションの全貌を公開予定。
07月13日（火）～9月30日（木）
第37回明治大学中央図書館企画展示
「図書の文化史2010」
　司書講習の開催にあわせて毎年この時期に開催している。粘土版、イン
キュナブラ、写本、初期刊本等、ヨーロッパの書籍印刷史を中心に、百万
塔陀羅尼、嵯峨本、五山版、黄表紙等日本の書籍印刷の歴史もあわせて、
明治大学所蔵の資料で展示構成する。
OlO月17日（日）～2011年1月28日（金）
第38回明治大学中央図書館企画展示
「日本初の女性弁護士中田正子展」（仮題）
※大学史資料センター・鳥取市歴史博物館等共催
1940年、日本で初めての女性弁護士が誕生した。それは、明治大学女子
部出身の中田正子、久米愛、三淵嘉子の3名である。また、その背景とし
て、明治大学が時代に先駆け女性に対する高等教育機関として女子部を設
置したこと、同部卒業生の学部への入学を認めたことが指摘できる。展示
では、中田正子という女性が、弁護士として、妻として、あるいは母として
どのような人生を歩んだのか、パネルや写真を中心に回顧するとともに、
彼女を弁護士として育んだ明治大学女子部関係資料、当時の大学史料等を
展示予定。
31
42001～2009展示記録
期 示タイトル
開　記心展示2001　3月16日　金　～5月19日　土 田　　　　図
1回2001　8月1日　　　～2002年6月15日　土の調江戸の賑わい
2回2002　7月1日　　　～10月30日 図書の又　　　2002
3回2002　11月12日　’　～2003年4月30日　z日一近 の言人
4回2003　－5月26日　　　　～7月31日　金 図．の　ヒ・　2003
山　。　、・2003　’8月4日　　　～ll月30日　日 8000mへの足　マッキンリーから
Aンナプルナ1峰へ』
5回2004年3月10日　　　～4月28日 一　書　　2003　・’…
6回2004　7月5日　月　～7月31日　土 図畢の　ヒ　2004
7回2004　－10月19日　火　～12月4日　土 亜・字の一
齧{学所蔵原本とリプリント版展示一
8回2005　－1月13日　巴～2月28日 辰口・　　と人’」型亀’小
9回2005・－3月26日　　　～6月5日　日 一書　　2004　一　臓
10回2005・－7月6日　　　～10月3日　月 図〒の　　　　2005
11回2005・－10月16日　日　～11月29El　’岡　喜八・
’12回2006－1月27日　　　～3月19日　日 一’ ﾌ　　一とり一明治大学図書館の取り組み一
一一@　男1卍示2006　2月1日　z　～3月27EI　月エシ　ト学』・、一羅
13回2006　’4月1日　二～5月30日　’ ．　　　2004　謄”1
14回2006琴6月5日　月　～7　6日 三子
，15回2006　’7月10日　　　～9月28日 図書の　　　　2006
・16回2006署三10月ll日　　　～11月15日　z」一w‘ラ原　介展
・，17回2006　911月21日　’　～2007年1月22日　月ドー
18回2007　1月30日　’　～3月11日　日 アサヒクラフに見る戦　の＿：と議　”
19回2007　　3月26日　月　～5月6日　日 r　璽書幽2005
B20回2007　5月18日　　　～6月24日　日聖書のi
21回2007　7月5日　　’～9月B日　　一 図下の　　　　2007
22回2007年9月20日　一～10月5日 1・一唖@ヒとしてのコトワサ
23回2007　10月葺2日　　　～1月8日　火 ’
24回2008　－1月18日　　　　～2月16日　土 で　がる明治大子とケベック
25回2008琴3月18日　’　～5月6日　’ 轡　　2006　・　　垣
’26回2008　三5月20日　’　～6月25日　フ 毒の’@スイマー“’田’行”口顧
・27回2008年7月8日　’　～9月30日　’ 文’の　　1』　2008
．28回2008　‘10月17日　金　～ll月18日　火、
P2月18日（木）～2009年1月31日（土）
江　　藝　　　一　　』’の一　一
29回2008・三11月21　　　～12月匪2日 ロバート・オーエン
30回2009　：3月6日　　　　～4月25日 ヨ　、その　’の
齠`統和本と現代日本のルリユールー
’31回2009　6月3日～7－8日 スナー　　　　」丑一記、己、
32回2009　噌7月15日　フ　～9月25日 図τ∋の　　　　2009
33回2009年10月15日　　　～且月31日　日阿久山、『一君の　に　あせぬ言菓を一
その
2004‘10月2日　土　～12月19日　日 ’田　　零　別
2001　9月14日　金　～9月16日　日 アトラスヌー小一　　・’　　　　　乍
i金沢市文化ホール展示ギャラリー）
2005　三6月24日～29日 石1　幽の世界・VへNコレクション
32
